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「行けるかな？」の不安をなくす、
段差のレベル表示付きバリアフリーマップの設計と評価

フェリス女学院中学校3年 大塩真帆

概要

近年バリアフリーマップといったものを見かけることが増えてきているが、車いすやベビーカ
ーの利用者に対する段差の具体的な高さなど細かい情報まで分かる地図はまだ少ないように感
じる。
そこで本研究では、道路上の段差を５段階にレベル分けしたバリアフリーマップを新たに作成
し、評価を行う。対象ルートを一つに絞り、実際に段差をあらかじめ測定し、Google マイマッ
プに写真付きでまとめたバリアフリーマップを作成した。
その後、キャリーケースを持った被験者にルートを歩いてもらい、バリアフリーマップの有無
がキャリーケースを持ち上げる回数の変化に与える影響を調べる。また、マップのアイコンの
わかりやすさなどに関するアンケートを行い評価する。
結果として段差をレベルで示すと、参加者が道の状態を理解しやすくなる傾向が見られると予
想できる。今後は、使いやすいマップのガイドライン作成を行いたい。
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背景と課題

近年バリアフリーマップといったものを見かけることが増えてきているが、車いすやベビーカ
ーの利用者に対する段差の具体的な高さなど細かい情報まで分かる地図はまだ少ないように感
じる。実際に目的地へ行ってみたら予想より段差が高く、ルート変更をするケースがあるかも
しれない。「行けると思ったのに、行けなかった」というストレスや、「もしかしたら行けな
いかもしれない」という不安を少しでも少なくするために本研究を開始した。

研究方法

仮説
段差を実際に定規等で測定し、5段階のレベル別に分類することで移動がしやすくなるのではな
いだろうかと考えた。「段差のレベル別表示」と「見やすい色とアイコン」の地図によって、
不安やストレスを小さくして目的地に向かえることができるようになると予想した。

バリアフリーマップ作成方法
① Google mapでルートを1つ選択
②実際に歩き、段差の高さを測定する
③段差を5段階にレベル分け(図1)

④ Google my mapで色分けした地図を作成

評価方法
車いすで歩く感覚を再現するため、重りを入れたキャリーケースを持って被験者にルートを歩
いてもらった。バリアフリーマップの有無が、キャリーケースを持ち上げた回数や段差をその
まま越えられた回数に与える影響を比較した。マップ有の歩行ではスマートフォンでマップを
確認してもらい、アイコンのわかりやすさなどをアンケートで評価した。

結果

1回目の実験(10月28日火曜日)は3人で行った。(図2)

1人がキャリーケースを転がし、残りの2人はそのあとをついていく形。

図2:1回目の実験時の結果表
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考察

実は車いすユーザーが自力で段差を乗り越えられるのは2cmが限界といわれている。実際に今
回歩いたルートの段差は2cm以上のものがほとんどだった。このことから、本来車いすユーザ
ーは乗り越えられない段差でも、キャリーケースだとそのまま転がせてしまうことがわかった。
車いすユーザーが段差だと認識しているものは、私たちにとっては段差だと思えないのだと考
えることができた。

2回目の実験では行きと帰りで転がせた回数が3回分増えている。これは、帰り道の方が上り坂
が多かったからであると考えられる。下り坂だと気づかずそのまま転がせる段差も、上り坂だ
とつっかえてしまうからだ。今後は段差だけでなく坂の向きについても考えていきたい。

今回の実験でキャリーケースを使った方法は、手軽で持ち運びやすく比較しやすい一方で、車
いす利用者が実際に感じる負担とは少し異なるところがあると感じた。キャリーケースはその
まま転がせてタイヤも段差に引っかかりにくいため、本来なら止まるであろう段差もそのまま
越えられてしまう場面が多くあった。こうした理由から、実際の車いす利用者が直面する越え
られない段差を十分に再現できていないのではないかと思った。今後は、段差に当たったら持
ち上げるルールにするなど、もう少し実際の状況に近づける工夫が必要だと考えている。

結論と今後の展望

結論
今回の実験を通して、健常者が問題なく通れる道でも、車いす利用者にとっては大きなバリア
となるということが分かった。また、段差だけでなく坂の向きや傾斜も通行のしやすさに影響
する可能性が示された。さらに、同じ段差でも人によって見え方や気づき方が違うことがあり、
段差の情報を視覚的に整理することの大切さも改めて感じた。短い距離のルートでも細かい段
差が多く、事前に情報があるだけで安心感が変わることも分かった。こうした結果から、段差
を丁寧に分類して示すことや、周辺の情報を加えることは、移動時の不安を減らすうえで役立
つと考えられる。

今後の展望
自分の仮説と大きく異なった結果が出たことにより、以下の改善点が見つかった。
実験方法の改善
・段差に当たったらキャリーケースを持ち上げるというルールに変更
・車いすやベビーカーを使って実験を行う
マップの改良
・段差だけでなく坂の向きや傾斜情報も加え、通行のしやすさをより正確にする
・「段差の位置がわかりにくい」という意見があったので、アイコンの配置を見直す
これらの改良を通して、「行けるかな？」という不安をさらに減らし、誰もが安心して移動で
きる社会の実現を目指したい。
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先行研究・本研究の新規性と独自性

1.Wheelog!

車いすでも行ける場所をみんなで共有できる地図アプリ
[1] ルートを記録する「走行ログ」
[2] 多目的トイレなどの場所を示す「スポット」
[3] ユーザー同士の交流する「つぶやき」
[4] ユーザーが知りたいスポットのバリアフリー情報を依頼する「リクエスト」
以上の4つの機能が存在する。

2.バリアフリーマップをソーシャルに作る技術の開発

NTTが、誰もが安心して移動できる社会をつくるために、歩行空間のバリア情報を効率よく集
める「MaPiece（マッピース）」という仕組みを開発した。スマホのセンサと利用者の協力に
よって、段差・傾斜・道幅などの情報を自動的に取得・共有できるようにした。その結果、専
門機関の調査に頼らず、低コストで正確なバリアフリーマップを作れることが明らかになった。

目的

本研究は、段差情報が細かく分かりやすく整理された地図を提供し、誰もが安心して移動でき
る環境づくりを目的としている。

本研究はKEIO WIZARD研究倫理審査委員会による審査を合格して行われたものであり、
受講生の十分な安全を確保し、研究倫理及び生命倫理等にも配慮した適切な内容である。

実際に作成した
バリアフリーマップのQRコード

図1:段差のレベル別表示

キャリーケースを持ち上げることは1度もなく、転がせた回数に変化はなかった。所要時間が
1分早まった程度だった。

2回目の実験(10月30日木曜日)も3人で行った。(図3)

1回目の実験と同じ形。

図3:2回目の実験時の結果表

こちらの実験でもキャリーケースは1度も持ち上げず、所要時間もほぼ変わらなかった。転が
せた回数が2回から5回に増えた。

マップで気になる場所のアイコンを
タップすると、そこの段差情報や実
際の写真を見ることができる


